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【目的】 

 近年、貧血の要因として鉄吸収動態に影響するヘ

プシジンと、炎症性サイトカインの 1つである IL-6

が注目されている。運動後に体内で炎症が起こり

IL-6 が上昇すると、ヘプシジンの分泌が誘発され 

(Peeling et al.2009)、その結果として鉄吸収が阻害さ

れ、鉄欠乏性貧血を招く可能性がある (Peeling et 

al.2008)。これまでの研究では、中強度 (60-75VO2peak) 

の長時間 (40-120 分) 運動後のヘプシジン動態を調

べた研究がほとんどであり、短時間高強度ランニン

グ後の血中ヘプシジン・IL-6応答は明らかではない。

もし、短時間高強度ランニング後に血中ヘプシジ

ン・IL-6 が上昇するのであれば、ランニング後に経

口摂取した鉄の吸収が阻害され、血清鉄の上昇も大

幅に阻害されると考えられる。以上のことから本研

究では、陸上長距離選手を対象に、短時間高強度ラ

ンニングが、鉄摂取後の血清鉄・ヘプシジン・IL-6

に及ぼす影響を明らかにすることを目的とした。 

 

【方法】 

 被検者は陸上競技長距離 (5000m～ハーフマラソ

ン) を専門とする男子大学生 16名であった。本実験

は、1) 高強度一定負荷ランニング運動を行った後の

安静時 (運動条件)、もしくは 2) 座位安静時 (安静条

件) に鉄剤を摂取する 2 条件で測定を行った。運動

条件では、10000m自己ベストの 98%-100%の平均速

度で8分間のランニングを行い、その後、鉄剤を35mg

摂取した。安静条件では運動を行わず、同量の鉄剤

を摂取した。両条件ともに鉄剤摂取後座位安静を保

った。ベースラインおよび鉄剤摂取後 1、2、3 時間

後に採血を行った。 

 

【結果と考察】 

 本研究で得られた主な結果は、1) 安静条件よりも

運動条件で、血清ヘプシジン濃度および血清鉄が高

値を示したこと、2) 血清 IL-6濃度に条件間で差が見

られなかったこと、3) 安静時の血清フェリチン濃度

が低い選手では (<30ng/mL)、両条件ともに血清ヘプ

シジン濃度は上昇しなかったが、フェリチン濃度が

高い選手では (30≦ng/mL)、運動条件でのみ血清ヘ

プシジン濃度が上昇したが、血清鉄と血清 IL-6濃度

に条件間での差はみられなかったことである。 

 運動後に血清ヘプシジン濃度が上昇することは先

行研究と一致している。一方で、予想に反して血清

鉄濃度が高値を示した要因として、持久性ランニン

グ運動時の足底への衝撃に伴う赤血球損傷 (Telford 

et al.2003) が挙げられる。 

血清 IL-6濃度に条件間で差が見られなかった要因

として、運動時間が影響している可能性が考えられ

る。先行研究において、血清 IL-6濃度は短時間 (60

分) よりも長時間 (120分) の運動でより大きく上昇

することが報告されている (Newlin et al.2012)。した

がって、運動時間が長くなるほど血清 IL-6濃度が上

昇する可能性が考えられ、本研究では高強度である

が短時間の運動 (8分) であったため、血清 IL-6の顕

著な上昇が生じなかったのかもしれない。 

運動前のフェリチン濃度が運動後の血清ヘプシジ

ン濃度の変化に影響することは (図 1)、先行研究と

一致している (Peeling et al.2014)。フェリチン濃度が

高い選手において、運動後に血清ヘプシジン濃度が

上昇するにも関わらず血清 IL-6濃度は変化しなかっ

たことから、血中ヘプシジン濃度の上昇には IL-6以

外の要因も関わっている可能性が考えられる。 

 

【結論】 

 陸上長距離選手において、短時間高強度ランニン

グ運動後に鉄剤を摂取した場合、フェリチン濃度が

高い選手では血中ヘプシジンが上昇するものの、血

清鉄と IL-6はそれに対応した変化を示さないことが

示唆された。 

 


